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お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

議
会
の
目

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
の
概
要

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
の
概
要

24
名
の
議
員
が
、
防
災
行
政
や
保
育
行
政
、

投
票
率
の
向
上
、
公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
10

件
を
上
程
し
、
18
議
案
と
と
も
に
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
（
５
・
８
・
９
日
）

P4へ
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
方

法
を
見
直
し
て
は
？

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
方

法
を
見
直
し
て
は
？

P5へ
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
に
指
定
有
料

ご
み
袋
を
活
用
し
て
は
？

レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
に
指
定
有
料

ご
み
袋
を
活
用
し
て
は
？

P6へ
に
ぎ
や
か
で
お
し
ゃ
れ
な
田
ノ
浦

ビ
ー
チ
に
し
て
い
く
考
え
は
？

に
ぎ
や
か
で
お
し
ゃ
れ
な
田
ノ
浦

ビ
ー
チ
に
し
て
い
く
考
え
は
？

P7へ
路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
に
地
域
住

民
・
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
？

路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
に
地
域
住

民
・
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
？

P8へ
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン

ル
ー
ム
等
の
対
応
状
況
は
？

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン

ル
ー
ム
等
の
対
応
状
況
は
？

会
期
を
25
日
ま
で
と
決
定
し
、
令
和
７
年

度
大
分
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
18
議
案

を
上
程
し
、
市
長
の
提
案
理
由
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
議
案
３
件
の
審
査
の

た
め
、
39
名
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

開
会
日
（
９
月
１
日
）

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
正
副
議
長

と
監
査
委
員
２
名
を
除
く
議
員
が
参
加
し
ま

す
。
市
政
執
行
に
係
る
予
算
等
を
審
査
し
た

各
常
任
委
員
会
の
所
管
に
準
じ
た
分
科
会
で

審
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
算
か
ら
決
算
ま

で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
評
価
・
監
視
し
、

翌
年
度
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
決
算
審
査
の
一
環
と
し
て
の
事
務
事
業
評

価
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
５
分
科
会
が
各

３
事
務
事
業
を
評
価
し
ま
し
た
。
分
科
会
で

は
、
「
と
き
め
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

県
や
民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
同
様
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
県
と
の
連
携
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
、
「
子
育
て
世

帯
訪
問
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
と
つ
な

が
り
に
く
い
家
庭
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
」
、
「
日
本
語

指
導
等
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
の

こ
れ
ま
で
の
成
果
も
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に

外
国
籍
の
児
童
生
徒
と
の
共
生
も
重
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
、
「
公
園
管
理

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
議
会

議
会
の
目

令
和
６
年
度
決
算
の

審
査
に
当
た
っ
て

決
算
審
査
特
別
委
員
長

永
松　
弘
基

な
が
ま
つ

ひ
ろ
き

費
（
公
園
愛
護
会
報
償
費
）
に
つ
い
て
は
、

報
償
費
を
増
額
す
る
こ
と
で
、
団
体
数
の
減

少
を
食
い
止
め
た
り
、
活
動
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
」
、

「
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民

か
ら
の
相
談
件
数
及
び
被
害
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
予
算
を
拡
充
し
て
事
業
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
」
な
ど
、
様
々
な
質
疑
、
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
拡
充
が

３
事
業
、
継
続
が
７
事
業
、
改
善
の
上
で
継

続
が
４
事
業
、
終
期
設
定
し
終
了
が
１
事
業

と
な
り
、
執
行
部
に
対
し
、
事
務
事
業
評
価

結
果
に
対
す
る
予
算
編
成
へ
の
反
映
状
況
等

を
報
告
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
第
３
回
定
例
会
開
会
日
に
上
程
さ
れ
た
３

決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
審
査
し
た
結
果
、

一
部
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
９
項
目

の
要
望
事
項
を
付
し
て
、
原
案
を
可
決
及
び

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
一
層
の
市
民
福
祉
の
向
上
や
市

政
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
評
価
・
監
視
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

・
円
安
に
よ
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
や
、
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
へ
の
対
応
等
、
市
民
生
活
へ
の

様
々
な
影
響
に
対
し
、
迅
速
に
公
的
支

援
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
財
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
。

・
高
齢
者
の
社
会
参
画
、
健
康
の
増
進
、
介

護
予
防
に
資
す
る
高
齢
者
福
祉
の
支
援

制
度
の
充
実
を
国
に
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
市
独
自
で
も
必
要
な
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

・
い
じ
め
・
不
登
校
の
状
況
を
改
め
て
把
握

す
る
こ
と
を
含
め
、
多
様
な
要
因
を
分

析
・
検
証
し
た
上
で
、
必
要
な
対
策
を

今
後
と
も
講
じ
る
こ
と
。

・
人
口
減
少
に
伴
い
地
域
公
共
交
通
の
衰
退

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
バ
ス
路
線
の
休
止

や
減
便
な
ど
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向

け
、
関
係
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

・
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
当
た
り
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

要
望
事
項
（
抜
粋
）

決算審査特別委員会全体会における
採決の様子
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お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

事
務
事
業
評
価

審
査
結
果

各
常
任
委
員
会
で
は
、
議
案
、
請
願
・
陳

情
な
ど
の
付
託
案
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
（
10
〜
12
日
）

　
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
議
案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
第
104
号

他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
の
施

設
を
大
分
市
の
住
民
の
利
用
に
供
さ

せ
る
こ
と
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

議
第
104
号

他
の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
の
施

設
を
大
分
市
の
住
民
の
利
用
に
供
さ

せ
る
こ
と
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

（
総
務
常
任
委
員
会
）

こ
の
議
案
は
、
豊
後
大
野
市
多
機
能
型
武

道
場
の
一
部
を
、
大
分
市
の
住
民
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
長
が
決
算
議
案
３
件

の
審
査
結
果
報
告
を
行
い
、
委
員
長
報
告
の

と
お
り
、
要
望
事
項
を
付
し
て
可
決
及
び
認

定
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

閉
会
日
（
25
日
）

各
常
任
委
員
長
が
付
託
議
案
等
の
審
査
結

果
報
告
を
行
い
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
の
結

果
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
議
案
の
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
。

採
決
（
16
日
）

決
算
の
概
要
等
を
審
査
し
た
後
、
５
分
科

会
に
分
か
れ
、
審
査
と
事
務
事
業
評
価
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
分
科
会
の
審
査
報

告
を
受
け
、
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
１
・
16
〜
19
・
22
・
24
日
）

全事業の評価結果等の詳細は、右の二次元バーコードから御覧いただけます。
事務事業評価審査結果（全15事業から５事業を抜粋）

　本事業は、多様な生き方がある中で自らの望む人生を実現する
ために、結婚を希望する幅広い年齢層の独身男女を対象に、婚活
を支援することを目的としている。
　結婚を希望する人を支援するために、参加者が安心して交流で
きる対面での出会いの場のイベント等を開催することにより、婚
活に向けたコミュニケーションスキルなどを学び、実践するため
の場を通じて交際・成婚へとつながるきっかけとなる事業であり、
イベントを通じて19組のカップルが成立するなど、その成果は

認められる。
　一方で、本事業と同様の事業が県や民間事業者により実施され
ている状況もある中で、本事業においては事業費も縮小傾向にあ
り、参加者が固定化されている様子も見受けられる。また、県の
事業に登録している方の半数以上が本市の市民となっており、県
と連携した支援の在り方の検討なども考えられることから、終期
設定し終了とした。

〈ときめき出会いサポート事業〉▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 評価区分  【終期設定し終了】

　本事業は、２つの支援内容で構成されており、①家事、育児等
に対して不安や負担を抱える子育て家庭及び妊産婦、多胎児、ヤ
ングケアラー等がいる家庭に対し、家事支援又は育児支援を行う
ヘルパーを派遣することで、保護者の不安や負担を軽減し、子供
への虐待リスク等の高まりを未然に防ぐこと（子育て世帯・ヤン
グケアラー等訪問支援事業）、②要保護児童対策地域協議会が情
報の交換及び協議の対象とする支援対象児童等の居宅を訪問し、
家庭状況の把握や食事の提供、学習及び生活指導支援等を通して
支援対象児童等の見守り体制を強化すること（子ども等見守り訪

問支援事業）をそれぞれ目的としている。
　ヘルパーを派遣することにより、保護者の不安や負担の軽減、
虐待リスク等の低減につながっていること、また、訪問を重ねる
ことにより、生活実態が見えづらい家庭の状況把握が可能となり、
必要な支援につなげることができていることから、本事業の必要
性は高いと認められる。
　今後は、行政とつながりにくい家庭へのアプローチを工夫する
とともに、事業所などの関係機関や他部局と連携の上、支援の充
実を図ることを求め、継続とした。

〈子育て世帯訪問支援事業〉▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 評価区分  【継続】

　本事業は、様々な理由により、中学校で十分に学べなかった人
や、生涯学習として中学校程度の学習内容を学び直したい人、大
分の生活、文化や日本語を学びたい人に対して学習の機会を提供
することを目的に平成28年度より実施している。
　人生100年時代を見据えた生涯学習社会の構築に向けては、
多種多様な学習活動のニーズに応え、学び直しや生きがいづくり
につながる学習機会の提供が必要なことから、生涯にわたって学
ぶことができる多様な学習機会を創出している。そのような中、
受講者も年々増加し、満足度も教育ビジョンの目標に掲げる

90％を達成しており、本事業の必要性は高いと認められる。
　しかしながら、令和８年度より県において夜間中学が開校され
ることに伴い、学び直したい人への学習機会の提供という目的が
達成できていること、また、参加者の約６割がリピーターである
ことなどを踏まえ、今後は、夜間中学との役割分担を図る中で、
実施方法等の見直しを行い、生きがいづくりにつながる生涯学習
としての学習機会の提供や新たな参加者の確保について検討する
ことを求め、改善の上で継続とした。

〈おおいたナイトスクール事業〉▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 評価区分  【改善の上で継続】

　本事業は、自治会や老人会などが地区内にある公園の清掃や除
草を行い、公園が子供たちの楽しい広場、また地域住民の憩いの
場となるよう、健全な利用と発展を図ることを目的としている。
　本市が管理する800以上の公園のうち、半数に近い公園の美
化活動を自治会等の地域住民による公園愛護会が担っており、ト
イレ清掃や除草といった公園の維持管理のコスト削減に大きく寄
与している。また、地域住民による愛護会活動は、公園に対する
愛着を醸成し、公園利用の活性化や地域コミュニティの活性化を

促し、さらには参加者の健康維持にも繋がることから、本事業の
必要性は高いと認められる。
　公園愛護会員の高齢化や担い手不足といった長年にわたる問題
に加えて、気温上昇に伴う作業環境の悪化や物価上昇に伴う作業
経費の負担増などの事情により活動継続を断念する団体が増加し
ている。今後は、報償費の対象の拡大を検討することや、物価高
騰等に対応する早急な見直しを行うなど、公園愛護会が活動しや
すい環境をつくることを求め、拡充とした。

〈公園管理費（公園愛護会報償費）〉 ▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 評価区分  【拡充】

　本事業は、イノシシ等の野生鳥獣による農作物被害及び人身被
害の予防・軽減を図ることを目的としている。
　有害鳥獣の捕獲及び駆除のための出動に対する報償金の交付や、
新規わな免許取得者への支援に加え、令和５年度から狩猟団体の
通年活動を認め、駆除体制の充実を図ったことで、令和６年度は、
狩猟団体によるイノシシの捕獲数が過去最多の2,225頭となって
いる。
　一方、本市における有害鳥獣による農作物等の被害や住宅地へ
の出没は増加傾向にあり、令和６年度のイノシシに関する相談件

数が過去最多の1,287件となるなど、農作物被害及び人身被害の
予防・軽減のニーズは年々高まっている。
　さらに、自衛対策支援である防護柵の設置補助については、被
害の予防・軽減効果が大きいことから、市民ニーズが高く、10
月時点で予算の上限額に達しており、本事業の必要性は高いと認
められる。
　以上により、防護柵の設置補助等に対する予算の確保や効率的
な捕獲活動のための体制、新たな技術の導入の検討など、一層の
被害対策の強化を求め拡充とした。

〈有害鳥獣対策事業〉▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶ 評価区分  【拡充】
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お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

総務
部長
総務
部長

総務
部長
総務
部長

財務
部長
財務
部長

環境
部長
環境
部長

自
由
民
主
党　

 

牧　
貴
宏

ま
き

た
か
ひ
ろ

高
校
生
投
票
立
会
人
の

導
入
に
つ
い
て

新
市
民
ク
ラ
ブ　

 

吉
川　
直
樹

よ
し
か
わ

な
お
き

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
処
分
方

法
の
周
知
と
回
収
方
法
に
つ
い
て

新
市
民
ク
ラ
ブ　

 

堤　
英
貴

つ
つ
み

ひ
で
き

迅
速
な
避
難
の
た
め
に
津
波
避
難

ビ
ル
の
解
錠
手
法
を
改
善
し
て
は

公
明
党　

 

安
東　
美
奈
子

あ
ん
ど
う

み
な
こ

高
校
で
の
期
日
前
投
票
所
の

設
置
に
つ
い
て

質問質問

質問質問質問質問

質問質問

質問質問

一
般
質
問
市
民
の
声
を
反
映

第
３
回
定
例
会
で
は
24
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
各
議
員
の
未

掲
載
の
質
問
等
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
会
議
録
や
、
下
の
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で
は
24
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
各
議
員
の
未

掲
載
の
質
問
等
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
会
議
録
や
、
下
の
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い　

 

成
迫　
研
太

な
り
さ
こ

け
ん
た

公
共
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置
見

直
し
に
関
す
る
今
後
の
進
め
方
は

リチウムイオン電池は
小型充電式電池等回収ボックスへ

若
年
層
の
投
票
率
は
低
下
傾
向
に

あ
り
、
投
票
率
を
い
か
に
向
上
さ

せ
る
か
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

本
市
で
も
、
子
ど
も
市
議
会
の
開
催
間
隔
を

５
年
か
ら
４
年
に
短
縮
し
た
の
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
考
え
る
。
豊
後
高
田
市
で
は
夏

の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
18
歳
の
高

校
生
を
投
票
立
会
人
と
し
て
起
用
す
る
取
組

が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
校
生
投
票
立
会
人
の

導
入
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

本
市
で
は
若
者
の
政
治
や
選
挙
へ

の
意
識
高
揚
の
た
め
、
大
学
や
専

門
学
校
に
お
い
て
選
挙
サ
ポ
ー
タ

ー
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
選
挙
の

際
に
投
票
立
会
人
等
に
従
事
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
高
校
生
が
投
票
事
務
に
携
わ
る
こ
と

は
、
主
権
者
教
育
の
点
で
も
効
果
的
で
あ
り
、

今
後
は
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
呼
び
か

け
を
高
校
生
に
も
拡
大
し
て
い
く
。

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向
け
て
、

投
票
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
時
に
選
挙

や
政
治
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学

び
、
そ
の
後
に
投
票
す
る
一
連
の
取
組
と
し

て
、
高
校
に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

満
18
歳
に
な
り
、
選
挙
権
を
得
た

高
校
生
が
早
い
段
階
で
投
票
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
選
挙
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
将
来
に
わ
た
る
投
票
習
慣
の
醸

成
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
な
ど
、

高
校
で
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置
は
、
主
権

者
教
育
の
観
点
か
ら
も
有
効
な
取
組
と
考
え

る
。
一
方
で
、
設
置
に
か
か
る
経
費
や
開
設

期
間
等
運
用
上
の
課
題
、
受
入
れ
側
と
な
る

高
校
の
理
解
と
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
設
置
に
当
た
っ
て
整
理
す
べ
き
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

公
共
施
設
使
用
料
の
減
免
措
置
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
の

定
例
会
に
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
や
部
活
動
の
地
域
展
開
な
ど
の
各
種
政
策

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
当
会
派
か
ら
指

摘
し
て
お
り
、
団
体
等
か
ら
も
懸
念
す
る
声

が
あ
る
。
今
後
、
開
催
さ
れ
る
説
明
会
に
臨

む
姿
勢
と
し
て
、
意
見
交
換
の
場
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
や
、
課
題
が
見
つ
か
れ
ば
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

減
免
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

市
内
９
か
所
で
説
明
会
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
各
団
体
や
地
域

の
皆
様
か
ら
丁
寧
に
意
見
を
伺
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
各
課
へ
の
意
見
や
調
査

結
果
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
慎
重
に
判
断

す
る
と
と
も
に
、
提
起
さ
れ
た
課
題
等
へ
の

対
応
を
行
う
場
合
は
、
予
算
措
置
を
行
う
こ

と
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
年
８
月
に
福
宗
環
境
セ
ン
タ
ー

で
火
災
が
発
生
し
、
不
燃
物
集
積

場
等
が
焼
損
し
た
が
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
身
近

な
家
電
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
処
分
方

法
の
誤
解
が
多
い
。
処
分
方
法
に
つ
い
て
改

め
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
回
収
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
回
収

方
法
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

処
分
方
法
に
つ
い
て
市
報
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
周
知
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
の
広

報
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
啓
発
看
板
の

設
置
な
ど
、
周
知
方
法
の
拡
充
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収

は
安
全
面
な
ど
課
題
が
あ
る
た
め
、
国
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
他
都
市
の
状
況

等
を
参
考
と
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

本
市
指
定
の
津
波
避
難
ビ
ル
の
発

災
時
の
解
錠
手
法
に
つ
い
て
、
一

部
の
民
間
施
設
で
は
居
住
者
に
よ

る
対
応
や
避
難
者
が
非
常
用
ボ
タ
ン
を
押
す

方
式
も
あ
る
が
、
発
災
直
後
に
確
実
に
作
動

す
る
の
か
、
市
有
施
設
で
は
自
主
防
災
組
織

に
鍵
を
預
け
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
夜
間

等
に
確
実
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
の
か
不
安
や
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お
お
い
た
市
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会
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よ
り

一
般
質
問

総務
部長
総務
部長

教育部
教育監
教育部
教育監

環境
部長
環境
部長

教育
部長
教育
部長

教育
部長
教育
部長

公
明
党　

 

橋
本　
敬
広

は
し
も
と

た
か
ひ
ろ

自
転
車
安
全
点
検
後
の

対
応
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

 

平
本　
泉

ひ
ら
も
と

い
ず
み

性
に
関
す
る
指
導
の

充
実
に
つ
い
て

質問質問

質問質問

質問質問

質問質問

質問質問

公
明
党　

 

平
田　
友
章

ひ
ら
た

と
も
あ
き

指
定
有
料
ご
み
袋
を
活
用
し
た

レ
ジ
袋
削
減
の
取
組
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

 

斉
藤　
由
美
子

さ
い
と
う

ゆ
み
こ

学
校
に
お
け
る
性
犯
罪
防
止
策
の

強
化
に
つ
い
て

科
学
館
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い　

ス
カ
ル
リ
ー
パ
ー
・
エ
イ
ジ 指定有料ごみ袋を活用してレジ袋の削減を

疑
問
が
残
る
。
地
震
や
津
波
警
報
と
連
動
し

て
扉
を
自
動
解
錠
す
る
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入

な
ど
、
解
錠
手
法
の
改
善
を
検
討
し
て
は
。

民
間
施
設
の
津
波
避
難
ビ
ル
は
、

平
時
の
防
犯
面
な
ど
の
観
点
等
か

ら
、
自
動
解
錠
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
ビ
ル
の
居
住
者
等
か
ら
同
意
を
得

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
市
有
施
設
は

費
用
面
等
の
課
題
な
ど
か
ら
、
導
入
に
至
っ

て
い
な
い
。
自
動
解
錠
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
自
然
に

取
り
組
め
る
エ
コ
活
動
と
し
て
、

現
在
10
枚
１
組
で
販
売
し
て
い
る

指
定
有
料
ご
み
袋
に
つ
い
て
、
買
物
の
際
の

レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
１
枚
単

位
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
レ
ジ
袋
を
削

減
す
る
取
組
を
進
め
て
い
っ
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

指
定
有
料
ご
み
袋
を
１
枚
単
位
で

レ
ジ
袋
と
し
て
効
率
的
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
、
レ
ジ
袋
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
レ
ジ
袋
削
減

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
市
民
４
，
０

０
０
人
を
対
象
と
し
た
家
庭
ご
み
有
料
化
制

度
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
他
都
市

の
取
組
状
況
な
ど
を
検
証
し
、
実
証
実
験
の

実
施
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

本
市
で
は
科
学
館
設
置
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
が
、
科
学
館
を
新
設
し
た
場
合

に
発
生
す
る
建
設
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
、
本
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
既
存

施
設
の
充
実
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
等

に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

科
学
館
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
未
知

な
る
も
の
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
、
意
欲
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
場
が
中
心

市
街
地
の
機
能
や
回
遊
性
の
向
上
に
期
待
で

き
る
と
の
考
え
の
も
と
、
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、
既
存
施
設
の
役
割
を
意

識
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し

た
事
業
手
法
等
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
継

続
的
な
学
び
の
場
と
し
て
の
科
学
館
も
含
め

た
中
心
市
街
地
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

交
通
反
則
通
告
制
度
、
い
わ
ゆ
る

青
切
符
が
令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
導
入
さ
れ
、
自
転
車
の
整
備
不

良
も
違
反
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
整
備
不

良
の
自
転
車
に
よ
る
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
学
校
に
お
い
て
無
料
で
実
施
さ
れ

て
い
る
安
全
点
検
後
、
要
整
備
の
自
転
車
に

つ
い
て
は
、
整
備
の
実
施
を
促
す
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
大
分
県
自
転
車
二
輪

車
商
協
同
組
合
が
、
自
転
車
通
学

生
の
多
い
中
学
校
を
希
望
に
応
じ

て
訪
問
し
、
車
両
の
安
全
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
実
施
校
に
お
い
て
点
検
結
果
に
基
づ

き
量
販
店
や
専
門
店
の
整
備
士
に
よ
る
修
理

や
整
備
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
学
校
に
お
い
て
も
集
会
等
を
通
じ

て
日
常
的
な
点
検
を
行
う
よ
う
周
知
し
て
お

り
、
引
き
続
き
車
両
整
備
を
促
進
し
て
い
く
。

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
伴
い

氾
濫
し
た
情
報
が
、
青
少
年
の
性

行
動
の
乱
れ
や
、
10
代
の
人
工
妊

娠
中
絶
件
数
の
増
加
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

正
し
い
学
び
を
深
め
る
こ
と
は
、
命
の
大
切

さ
や
自
尊
感
情
、
正
し
い
性
の
価
値
観
、
性

に
関
す
る
適
切
な
意
思
決
定
の
力
を
育
み
、

子
供
の
心
身
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
寄
与
す

る
た
め
、
性
に
関
す
る
指
導
の
充
実
が
重
要

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
助
産
師
会
等
、

諸
団
体
へ
の
委
託
授
業
な
ど
、
学
び
の
場
を

拡
充
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

学
び
の
場
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

本
市
保
健
所
が
大
分
県
助
産
師
会

に
委
託
し
実
施
す
る
思
春
期
健
康

教
育
事
業
に
よ
り
、
昨
年
度
は
38
件
、
今
年

度
は
拡
大
し
52
件
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
、
性
に
関
す

る
指
導
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

名
古
屋
市
で
発
覚
し
た
教
職
員
に

よ
る
盗
撮
事
件
に
よ
っ
て
、
学
校

現
場
は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い

る
。
被
害
の
認
識
さ
え
困
難
な
子
供
へ
の
性

暴
力
は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
不
信
感
を
広
げ
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お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

都市計画
部　　長
都市計画
部　　長

子どもすこやか
部　　長
子どもすこやか
部　　長

教育
部長
教育
部長

商工労働
観光部長
商工労働
観光部長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い　

 

甲
斐　
高
之

か
い

た
か
ゆ
き

市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

 

倉
掛　
賢
裕

く
ら
か
け

ま
さ
ひ
ろ

22
街
区
・
54
街
区
活
用
の

具
体
的
道
筋
に
つ
い
て

質問質問質問質問

質問質問

企画
部長
企画
部長

質問質問

質問質問
地
域
政
党
お
お
い
た
。　

 

直
野　
里
子

な
お
の

さ
と
こ

女
性
の
県
外
流
出
抑
制
に
つ
い
て

公
明
党　

 

川
邉　
浩
子

か
わ
べ

ひ
ろ
こ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
の

推
進
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

 

進　
義
和

し
ん

よ
し
か
ず

に
ぎ
や
か
で
お
し
ゃ
れ
な

田
ノ
浦
ビ
ー
チ
に
つ
い
て

田ノ浦ビーチの新しい魅力づくりを

な
い
た
め
に
も
、
防
止
策
を
徹
底
す
る
べ
き

で
あ
る
。
教
職
員
の
私
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
取
扱
い
制
限
、
健
康
診
断
の
際
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
心
情
へ
の
配
慮
な
ど
、
共
通
認
識

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
現
場
で

性
犯
罪
を
絶
対
に
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
具

体
的
な
防
止
策
の
強
化
に
つ
い
て
見
解
は
。

健
康
診
断
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
へ
の
配
慮
、
私
用
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
利
用
制
限
な
ど
を
指
導
す

る
ほ
か
、
公
用
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
機
能
の

使
用
を
制
限
し
て
い
る
。
今
後
も
教
職
員
に

よ
る
性
暴
力
等
の
未
然
防
止
に
向
け
、
取
組

の
徹
底
を
図
り
信
頼
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
４
園
の

市
立
認
定
こ
ど
も
園
が
設
置
さ
れ

た
が
、
次
の
設
置
地
域
が
不
透
明

で
、
幼
稚
園
教
育
や
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
も
応

え
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
市
立
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
向
け
た
見
解
は
。

平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
、
大
分

市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
在
り

方
の
方
針
に
基
づ
き
、
地
区
公
民

館
区
域
を
基
本
単
位
と
し
、
各
区
域
に
原
則

と
し
て
１
か
所
の
市
立
認
定
こ
ど
も
園
の
設

置
を
進
め
て
お
り
、
４
地
区
で
設
置
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
市
立
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
幼
児
教
育
・
保
育
ニ

ー
ズ
の
動
向
や
周
辺
私
立
施
設
の
状
況
、
設

置
場
所
の
選
定
や
工
事
手
法
の
検
討
、
地
元

住
民
の
意
向
な
ど
、
地
区
ご
と
に
様
々
な
課

題
や
勘
案
す
べ
き
事
項
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
つ
一
つ
慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、

そ
の
活
用
を
含
め
、
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
市
民
が
定
期
的
に
ア

ー
ト
に
気
軽
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
の
創
出
に

対
す
る
本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
専
用
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
周
知
や

登
録
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
「
Ｏ

Ｉ
Ｔ
Ａ
ま
ち
な
か
芸
術
祭
Ｐ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｔ　
Ｆ

Ｅ
Ｓ
」
を
昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
登

録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
覧
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
主
催
事
業
に
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
積
極
的
に
起
用
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や

地
域
活
動
団
体
等
に
Ｐ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
活
用
し

て
も
ら
う
中
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
一
層
の
情
報
発
信
を

図
り
、
市
民
が
身
近
な
場
所
で
文
化
芸
術
に

触
れ
る
機
会
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

若
い
女
性
の
県
外
流
出
が
増
え
、

労
働
力
確
保
の
観
点
か
ら
も
極
め

て
大
き
な
損
失
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
県
外
流
出
抑
制
に
向
け
て
、
働
き
や

す
い
労
働
環
境
づ
く
り
や
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

市
内
企
業
に
対
し
て
、
女
性
活
躍

推
進
法
等
の
遵
守
や
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
関

す
る
制
度
等
の
周
知
や
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
で
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
生

等
に
早
い
段
階
で
市
内
企
業
の
情
報
を
提
供

す
る
た
め
、
学
生
に
合
う
仕
事
を
企
業
と
共

に
見
つ
け
、
相
互
に
理
解
を
深
め
る
取
組
や
、

起
業
を
目
指
す
女
性
に
対
し
て
は
、
大
分
市

創
業
者
応
援
事
業
補
助
金
制
度
に
女
性
の
補

助
率
を
か
さ
上
げ
す
る
優
遇
措
置
を
設
け
る

等
、
起
業
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

田
ノ
浦
ビ
ー
チ
の
こ
こ
５
年
間
の

来
場
者
数
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

子
供
向
け
遊
具
が
少
な
い
と
の
声

を
聞
く
た
め
遊
具
の
増
設
に
つ
い
て
の
見
解

を
聞
き
た
い
。
さ
ら
に
、
他
市
の
ビ
ー
チ
の

好
事
例
を
踏
ま
え
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
等

の
設
置
、
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
、
音
楽
や
ダ

ン
ス
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、
酒
類
の
提

供
を
含
め
た
新
し
い
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

地
域
住
民
や
民
間
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
っ

て
、
に
ぎ
や
か
で
お
し
ゃ
れ
な
田
ノ
浦
ビ
ー

チ
に
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
聞
き
た
い
。

来
場
者
数
に
つ
い
て
は
、
毎
年
約

20
万
人
で
あ
る
。
ま
た
、
子
供
向

け
遊
具
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
。
お
し
ゃ
れ

な
カ
フ
ェ
や
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
は
、

田
ノ
浦
海
水
浴
場
運
営
協
議
会
、
地
域
住
民
、

民
間
事
業
者
と
意
見
交
換
を
進
め
る
。

22
街
区
・
54
街
区
の
民
間
ア
イ
デ

ア
募
集
に
あ
た
り
、
本
市
の
本
気

度
が
問
わ
れ
て
い
る
。
協
議
会
設
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お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

都市計画
部　　長
都市計画
部　　長

都市計画
部　　長
都市計画
部　　長

都市計画
部　　長
都市計画
部　　長

子どもすこやか
部　　長
子どもすこやか
部　　長

福祉保健
部　　長
福祉保健
部　　長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い　

 

野
上　
恵
子

の
が
み

け
い
こ

補
聴
器
の
普
及
率
向
上
の
た
め
の

購
入
助
成
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い　

 

帆
秋　
誠
悟

ほ
あ
き

せ
い
ご

本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案

件
数
等
の
推
移
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

 

岩
崎　
貴
博

い
わ
さ
き

た
か
ひ
ろ

渋
滞
対
策
と
し
て
の

高
速
道
路
無
料
化
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

 

長
野　
辰
生

な
が
の

た
つ
お

大
分
県
公
式
健
康
ア
プ
リ

「
あ
る
と
っ
く
」
に
つ
い
て

質問質問

質問質問

質問質問

質問質問

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ら
い　

 

う
つ
の
み
や　
陽
子
よ
う
こ

路
線
バ
ス
の

維
持
に
向
け
た
取
組
を

路線バス維持のため、地域住民・事業者と連携した取組を

置
や
土
地
利
用
形
態
の
多
様
化
、
資
金
ス
キ

ー
ム
の
支
援
等
、
民
間
の
創
意
を
引
き
出
す

柔
軟
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
前
回
の
総

括
を
踏
ま
え
、
今
回
は
共
創
の
姿
勢
で
臨
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
事
業
実
現
に
向
け
た
具

体
的
道
筋
に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

民
間
の
経
営
能
力
や
資
金
活
用
の

提
案
に
加
え
、
協
議
会
の
設
置
や

資
金
調
達
ス
キ
ー
ム
な
ど
柔
軟
な

提
案
に
も
対
応
し
て
い
く
。
今
後
は
、
令
和

８
年
度
に
専
門
家
に
よ
る
協
議
体
を
設
立
し
、

市
民
や
若
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
利

活
用
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
中
心

市
街
地
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
年
度
中
に
事

業
者
選
定
に
向
け
た
整
理
を
進
め
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

近
年
、
路
線
バ
ス
の
減
便
や
廃
止

が
相
次
い
で
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
路
線
バ
ス
の
維
持
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
一
定

程
度
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
既

に
事
業
者
の
企
業
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。
他
都
市
で
は
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
そ
の

姿
は
大
き
な
力
で
あ
り
、
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
路
線
バ
ス
維
持
の
た
め
、
地

域
住
民
・
事
業
者
と
連
携
し
た
取
組
が
必
要

で
あ
る
が
、
見
解
を
求
め
る
。

路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
等
の
積
極
的
な
利
用

も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線

バ
ス
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
地

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
進
め
る

中
で
、
市
民
や
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

下
郡
校
区
周
辺
で
は
、
通
勤
時
間

帯
に
渋
滞
が
発
生
す
る
た
め
、
何

ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
市
内
に
は
４
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
あ
り
、
高
速
道
路
を
活
用
す
る
こ
と
で
交

通
量
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
渋
滞

対
策
と
し
て
の
高
速
道
路
無
料
化
に
つ
い
て

国
や
県
と
協
議
を
開
始
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

高
速
道
路
の
有
効
活
用
に
よ
る
渋

滞
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

に
設
置
し
た
大
分
市
総
合
政
策
企

画
会
議
交
通
シ
ス
テ
ム
部
会
に
お
い
て
、
本

市
職
員
に
よ
る
時
差
出
勤
制
度
の
導
入
検
討

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
や

県
が
参
画
す
る
大
分
県
交
通
渋
滞
対
策
協
議

会
に
お
い
て
、
市
内
の
交
通
円
滑
化
に
向
け

た
渋
滞
対
策
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

高
速
道
路
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
議
論
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
分
県
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
、

県
中
央
児
童
相
談
所
城
崎
分
室
を

大
分
支
所
と
し
て
独
立
さ
せ
る
組

織
改
変
を
行
っ
た
。
児
童
福
祉
司
ら
の
人
員

を
増
や
し
た
ほ
か
、
支
所
長
の
決
裁
権
限
を

拡
大
し
、
相
談
件
数
が
多
い
大
分
市
を
管
轄

す
る
た
め
と
し
て
、
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童

虐
待
事
案
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
い
く
と
し

て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案

件
数
等
の
推
移
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

本
市
の
児
童
虐
待
事
案
に
つ
い
て
、

相
談
対
応
件
数
は
令
和
４
年
度
は

１
，
５
３
１
件
、
令
和
５
年
度
は

１
，
９
９
３
件
、
令
和
６
年
度
は
２
，
０
７

７
件
と
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
虐
待
種
類
別

で
は
毎
年
の
傾
向
と
し
て
、
言
葉
で
脅
し
た

り
、
無
視
す
る
な
ど
の
心
理
的
虐
待
が
全
体

の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
年
齢
別
で
は
未

就
学
児
が
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。

加
齢
性
の
難
聴
は
、
認
知
症
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
早
期
の

治
療
が
重
要
で
あ
る
。
難
聴
の
治

療
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
補
聴
器
で

あ
る
。
全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
補
聴
器

の
購
入
助
成
は
広
が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、

九
州
で
助
成
が
な
い
の
は
佐
賀
県
と
大
分
県

の
２
県
だ
け
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
補
聴
器
の

普
及
率
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
購
入
助
成

に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

加
齢
性
難
聴
に
関
す
る
補
聴
器
購

入
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
な
制
度
創
設
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
、
購
入
補
助
制
度
の
創
設
を
継
続
し
て
国

に
要
望
し
て
い
る
。
一
方
で
、
現
在
中
核
市

62
市
中
25
市
で
助
成
事
業
が
実
施
さ
れ
、
年

々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

国
や
他
都
市
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

教育部
教育監
教育部
教育監

消防
局長
消防
局長

商工労働
観光部長
商工労働
観光部長

農林水産
部　　長
農林水産
部　　長

福祉保健
部　　長
福祉保健
部　　長

福祉保健
部　　長
福祉保健
部　　長

自
由
民
主
党　

 

大
津　
將
嘉

お
お
つ

ま
さ
よ
し

不
要
な
た
め
池
の
廃
止
に
つ
い
て

Ｏ
ｉ
ｔ
ａ
市
民
ク
ラ
ブ　

 

岩
川　
義
枝

い
わ
か
わ

よ
し
え

本
市
に
お
け
る
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン

ル
ー
ム
等
の
対
応
状
況
は

質問質問質問質問

質問質問

質問質問質問質問

公
明
党　

 

今
山　
裕
之

い
ま
や
ま

ひ
ろ
ゆ
き

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て

地
域
政
党
お
お
い
た
。　

 

衛
藤　
延
洋

え
と
う

え
ん
よ
う

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

補
助
事
業
の
個
別
通
知
に
つ
い
て

大分空港に設置されているカームダウンルーム
（写真提供：大分空港）

本
年
４
月
か
ら
機
能
を
充
実
さ
せ

た
新
ア
プ
リ
「
あ
る
と
っ
く
」
は
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
健
康
イ
ベ
ン
ト

参
加
等
で
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
り
運
動
習

慣
の
定
着
や
イ
ベ
ン
ト
活
性
化
等
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
。
今
後
、
広
報
を
積
極
的
に
行

い
普
及
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
本
年
３
月
に
策
定
し

た
大
分
市
い
き
い
き
健
康
・
食
育

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
身
体
活
動
・
運

動
の
必
要
性
・
効
果
・
実
践
方
法
を
広
く
周

知
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
広
報
や
健
康
推
進
員
の
活
動
の
場

等
で
「
あ
る
と
っ
く
」
の
機
能
や
特
典
を
説

明
し
新
規
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
促
す
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
は
若
い
世
代
も
含
め
た
幅

広
い
世
代
に
周
知
し
、
市
民
の
健
康
増
進
に

つ
な
げ
、
地
域
で
行
う
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等

で
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
は
、
突
然
発
疹
と
強
い

痛
み
に
襲
わ
れ
、
神
経
痛
に
よ
り

長
期
に
わ
た
っ
て
生
活
に
支
障
を

来
す
例
も
少
な
く
な
い
。
発
症
後
は
早
期
対

応
が
大
切
で
あ
る
と
同
時
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、

本
市
の
接
種
率
は
県
下
で
極
端
に
低
い
。
一

方
で
、
「
自
分
が
対
象
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
」
と
い
う
市
民
の
声
も
あ
る
。
接

種
率
向
上
に
は
、
他
市
の
よ
う
に
対
象
者
へ

確
実
に
情
報
を
届
け
る
た
め
に
、
個
別
通
知

を
発
送
し
て
接
種
を
促
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

は
、
対
象
者
の
接
種
期
間
が
単
年

度
で
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

接
種
率
が
低
調
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
よ

う
個
別
通
知
を
発
送
す
る
。
ま
た
、
自
治
会

へ
の
回
覧
や
市
報
等
に
よ
り
、
丁
寧
な
広
報

を
実
施
し
接
種
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
現
場
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と

消
防
局
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

連
携
体
制
は
、
大
分
市
消
防
局
緊

急
消
防
援
助
隊
等
受
援
計
画
で
定

め
て
お
り
、
実
働
関
係
機
関
と
の

連
携
の
中
で
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
十
分
な
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
現
地
合
同
調
整
所
を
設
置

し
、
活
動
調
整
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
防
対
策
部
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
救

急
班
の
役
割
と
し
て
、
医
療
機
関
の
受
入
れ

状
況
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
状
況
に
つ
い
て
、

情
報
収
集
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。
道

路
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
地
理
的
孤
立
が
発
生

し
た
場
合
、
現
場
指
揮
本
部
や
現
地
合
同
調

整
所
に
お
い
て
孤
立
地
域
へ
の
安
全
か
つ
最

適
な
進
入
ル
ー
ト
を
選
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
講
じ
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
被
災
地
に
進
入
さ

せ
、
医
療
支
援
が
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

過
疎
化
と
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
、
農
業
の
縮
小
や
人
口
減
少

で
、
た
め
池
の
維
持
管
理
を
担
う

人
が
減
少
し
、
特
に
高
齢
化
が
進
む
地
域
で

は
、
草
刈
り
や
点
検
な
ど
の
作
業
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
昔
は
農
業
用
水
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
が
、
今
で
は
水
需
要
が
減
り
、
使

わ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
た
め
池
の
役
割
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
不
要
な
た

め
池
の
廃
止
に
つ
い
て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

農
業
用
た
め
池
は
、
農
業
用
水
の

確
保
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、

洪
水
調
整
な
ど
の
地
域
防
災
や
多

様
な
生
物
の
す
み
か
と
し
て
、
自
然
生
態
系

の
保
全
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
農
業

用
施
設
で
も
あ
る
。
廃
止
を
要
望
す
る
施
設

管
理
者
及
び
関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
条
件
が
整
っ
た
場
合
に
は
、
農

業
用
た
め
池
の
廃
止
を
行
っ
て
い
く
。

発
達
障
が
い
等
の
あ
る
方
が
、
外

部
の
音
や
視
線
を
遮
断
し
気
持
ち

を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
、
民
間
施
設
で
は
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン

ル
ー
ム
等
の
設
置
が
増
え
て
い
る
が
、
本
市

の
小
中
学
校
、
大
分
七
夕
ま
つ
り
や
お
お
い

た
「
夢
」
花
火
で
の
対
応
状
況
は
。

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
、
余
裕

教
室
の
利
用
や
特
別
支
援
学
級
の

教
室
の
後
方
に
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

や
簡
易
テ
ン
ト
等
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
作
る
な
ど
、
各
学
校
で
工
夫
し
て
い
る
。

大
分
七
夕
ま
つ
り
や
、
お
お
い
た

「
夢
」
花
火
は
、
屋
外
開
催
に
加

え
、
音
や
光
を
利
用
し
た
演
出
も

多
く
、
電
源
の
確
保
や
設
置
場
所
の
課
題
も

多
く
あ
る
が
、
他
都
市
の
野
外
イ
ベ
ン
ト
で

の
対
応
を
調
査
し
、
近
隣
店
舗
等
の
使
用
さ

れ
て
い
な
い
空
間
の
活
用
な
ど
を
検
討
す
る
。



R7.11.19

お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

ス
テ
ッ
プ
アッ
プ

市
議
会
だ
よ
り

人
事
案
件

　
９
月
16
日
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
の
人
事
案
件
は
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
本
会
議
で
直
接
審

議
し
た
結
果
、
次
の
方
々
の
推
薦
に
同
意
し

ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
石
丸　
喜
久
子　
（
再
任
）

　
　
　
重
石　
多
鶴
子　
（
再
任
）

　
　
　
亀
井　
正
照　
　
（
再
任
）

　
　
　
進　
　
美
保
子　
（
再
任
）

　
　
　
吉
瀨　
美
香　
　
（
新
任
）

人
事
案
件

人
事
案
件

～決算審査について～～決算審査について～

連載企画㉒連載企画㉒
STEP UP

知っちょん？議会あれこれ

ステップアップ 市議会だより市議会だより

　
９
月
13
日
か
ら
15
日
に
行
わ
れ
た
第
78
回

大
分
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
大
分
市
議
会
議

員
が
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上
の
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
は
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
大
分
市
の

総
合
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

大
分
県
民

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

大
分
県
民

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の結
果

第78回

の順にお入りいただくか、横の二次元バーコード
を読み取ると、配信ページにアクセスできます。

大分市議会ホームページ 議会中継

〔 本会議をケーブルテレビで中継しています 〕
　大分ケーブルテレコムは地上デジタル121チャンネル、
大分ケーブルネットワークは地上デジタル112チャンネル
で生中継します。
　東大分システムは、定例会終了後に録画中継をします。
〔 本会議をインターネットで中継しています 〕

（生 中 継）

（録画中継）

次回の生中継は、令和７年第４回定例会（11月
28日、12月４日、５日、８日、12日）のいずれも
午前10時からの予定です。
過去４年分の録画中継を御覧いただけます。

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月

28
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

（
日
程
は
、変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

第
４
回
定
例
会
の
日
程

第
４
回
定
例
会
の
日
程

第
４
回
定
例
会
の
日
程

第
４
回
定
例
会
の
日
程

会
議
録
の
御
案
内

会
議
録
の
御
案
内

会
議
録
の
御
案
内

会
議
録
の
御
案
内

大
分
市
議
会
の
本
会
議
で
の
質
問
や

答
弁
、
市
長
の
施
政
方
針
な
ど
の
発
言

は
、
毎
回
、
会
議
録
に
ま
と
め
ら
れ
、

市
民
図
書
館
や
公
民
館
な
ど
で
自
由
に

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
分
市
議

会
↓
会
議
録
検
索
か
ら
も
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
。 会

議
録
の
御
案
内

会
議
録
の
御
案
内

会
議
録
の
御
案
内

会
議
録
の
御
案
内

Q2Q2 決算審査での議論を深めるために
　　　　　　　どんなことをしているの？

A2A2 本市議会では、事務事業（市が行っている事業）
の必要性、妥当性、達成度、費用対効果などの観
点から、決算審査をより深めるために、平成24
年度から事務事業評価を行っています。事務事業
評価で審査した結果が翌年度の予算編成に反映さ
れるよう要望し、一層の市民福祉の向上や市政の
発展に寄与することが目的です。

Q1Q1 なぜ決算について議会の認定が必要なの？

A1A1 予算の執行が適正であったかどうかを確認するこ
とは、市政の公正性・透明性・信頼性を確保する
上で、非常に重要な手続きです。議会の役割の中
に「市政運営の監視」がありますが、決算の審査
・認定は、議会の監視機能のうちでも重要なもの
の一つといえます。また、決算審査を通じて、財
政上の課題を発見し、将来の財政運営に生かして
いくことも、決算審査を行う理由の一つです。

Q3Q3 どんな日程で行われるの？

A3A3 今回の決算審査は、次の日程で行いました。

9/25

9/24

9/17

9/16

9/1

本会議 
決算審査特別委員会を設置
第１回全体会 
正副委員長の選任
常任委員会と所管を同じくする５つ（総務、厚生、
文教、建設、経済環境）の分科会を設置
第２回全体会 
執行部から令和6年度決算についての説明
　分科会に分かれて審査
第３回全体会 
それぞれの分科会での審査内容について報告
委員会における採決
本会議 
決算審査特別委員長報告
本会議における採決
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常
任
委
員
会

審
査
結
果

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

公
共
施
設
に
お
け
る
使
用
料
の

減
免
措
置
の
継
続
・
拡
充
に
関

す
る
請
願
等
を
審
査

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

大
分
市
こ
ど
も
ル
ー
ム
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
等
を
審
査

文
教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願
等
を
審
査

建
設
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
公
共

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
等
を

審
査

経
済
環
境
常
任
委
員
会

経
済
環
境
常
任
委
員
会

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
等
を
審
査

常
任
委
員
会

審
査
結
果

常
任
委
員
会

審
査
結
果

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
か
ら
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
請
願
・
陳
情
並
び
に
、
令
和

７
年
第
３
回
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
、

請
願
に
つ
い
て
各
委
員
会
で
審
査
し
た
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

当
委
員
会
は
、
予
算
議
案
３
件
、
一
般
議

案
６
件
、
請
願
５
件
及
び
継
続
審
査
中
の
請

願
３
件
、
陳
情
３
件
を
審
査
し
た
。

今
回
新
た
に
付
託
さ
れ
た
、
公
共
施
設
に

お
け
る
使
用
料
の
減
免
措
置
の
継
続
・
拡
充

に
関
す
る
請
願
ほ
か
４
件
は
、
同
様
の
趣
旨

の
請
願
が
文
教
常
任
委
員
会
に
も
付
託
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
総
務
常
任
委
員
会
・
文
教
常

任
委
員
会
連
合
審
査
会
を
開
催
し
た
。
委
員

か
ら
は
様
々
な
質
疑
、
意
見
が
出
さ
れ
、
連

合
審
査
会
を
終
了
し
た
。
再
開
し
た
当
委
員

会
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
は
「
今
後
、
各
地

区
で
の
説
明
会
に
お
い
て
、
市
民
や
団
体
の

意
見
を
聴
く
機
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
審
査
し
た
結
果
、

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

当
委
員
会
は
、
一
般
議
案
３
件
、
請
願
２

件
及
び
継
続
審
査
中
の
陳
情
１
件
を
審
査
し

た
。一

般
議
案
の
う
ち
、
大
分
市
こ
ど
も
ル
ー

ム
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
と
い
う
条
件
を
削
除
し
、
こ

ど
も
ル
ー
ム
の
使
用
者
の
範
囲
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
異
議
な
く
原
案
を

承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
大
分
市
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施

設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
医

薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び

安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
異
議
な
く
原
案
を
承
認
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

当
委
員
会
は
、
請
願
３
件
及
び
継
続
審
査

中
の
請
願
１
件
を
審
査
し
た
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
方
ほ
か
１
件
は
、
一
括
し
て
審
査
を
行

い
、
審
査
し
た
結
果
、
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

今
回
新
た
に
付
託
さ
れ
た
、
学
校
体
育
施

設
使
用
料
の
減
免
制
度
継
続
に
関
す
る
請
願

ほ
か
１
件
は
、
同
様
の
趣
旨
の
請
願
が
総
務

常
任
委
員
会
に
も
付
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

総
務
常
任
委
員
会
・
文
教
常
任
委
員
会
連
合

審
査
会
を
開
催
し
た
。
連
合
審
査
会
の
終
了

後
、
再
開
し
た
当
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

か
ら
は
「
減
免
制
度
の
廃
止
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
る
子
供
た
ち
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
」

等
の
質
疑
等
が
出
さ
れ
た
。
審
査
し
た
結
果
、

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

当
委
員
会
は
、
予
算
議
案
１
件
、
一
般
議

案
２
件
、
継
続
審
査
中
の
陳
情
１
件
を
審
査

し
た
。

一
般
議
案
の
う
ち
、
大
分
市
水
道
事
業
給

水
条
例
及
び
大
分
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
災
害
そ
の
他
非
常
の

場
合
に
お
い
て
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
長

の
指
定
を
受
け
た
者
等
が
給
水
装
置
工
事
及

び
排
水
設
備
等
の
新
設
等
の
工
事
を
施
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
審
査
し
た
結
果
、
異
議
な
く
原

案
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ

い
て
は
、
森
町
西
三
丁
目
１
号
線
な
ど
３
路

線
を
認
定
し
、
杉
原
碇
尾
線
を
廃
止
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
審
査
し
た
結
果
、
異

議
な
く
原
案
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

当
委
員
会
は
、
予
算
議
案
１
件
及
び
一
般

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。

予
算
議
案
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
企
業
が
行
う
設
備
投
資

や
新
規
雇
用
を
支
援
す
る
た
め
の
助
成
金
の

追
加
計
上
等
で
あ
り
、
委
員
か
ら
は
「
助
成

金
に
関
し
、
毎
年
の
よ
う
に
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
予
算
を
組

ん
で
い
る
の
か
」
な
ど
の
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

審
査
し
た
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
承
認
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ま
た
、
一
般
議
案
の
大
分
市
放
置
自
動
車

の
発
生
の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
大
分
市
放

置
自
動
車
廃
物
判
定
委
員
会
を
廃
止
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
審
査
し
た
結
果
、
異

議
な
く
原
案
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
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お
お
い
た
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

議
決
結
果

請
願・陳
情

審
査
結
果

臨
時
会

議
決
結
果

議案番号 件　　　名 議決結果
予算議案

一般議案

議案番号 件　　　名 議決結果
一般議案

決算議案

人事議案

議案番号 件　　　名 議決結果
一般議案

議案番号 件　　　名 議決結果
一般議案

番　　　号 題　　　名 議決結果
新たに提出されたもの

番　　　号 題　　　名 議決結果
継続審査中のもの

請願・陳情　審査結果

議第９０号 工事請負契約の締結について（大分市消防総合
訓練所補助塔改築工事） 可決（全員）

議第８８号 はしご付消防自動車の購入について 可決（全員）
議第８９号 高規格救急自動車の購入について 可決（全員）

令和７年第３回定例会　議決結果

令和７年第１回臨時会　議決結果

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

請願第６号

請願第７号

請願第８号

請願第９号

請願第10号

請願第11号

請願第12号

請願第13号

請願第14号

請願第15号

学校体育施設使用料の減免制度継続に関す
る請願

公共施設における使用料の減免措置の継続
・拡充に関する請願

学校給食費の無償化を求める意見書提出方
について
高齢者の聴力検査・検診及び加齢性難聴者
の補聴器購入に対する公的補助制度の創設
に関する請願
最高裁判決に従い生活保護制度の充実を求
める意見書提出方について

学校体育施設における使用料の減免措置の
継続に関する請願

学校体育施設における使用料の減免措置の
継続に関する請願

公共施設における使用料の減免措置の継続
・拡充に関する請願

公共施設（特に学校体育施設等）における
使用料の減免措置の継続に関する請願
公共施設（特に学校体育施設等）における
使用料の減免措置の継続・拡充に関する請
願

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

採 択
（全員）

高額療養費制度の負担上限額引上げの実施
見送りではなく白紙撤回を求める意見書提
出方について

小学校給食費の無償化を求める請願

消費税５％への減税を求める意見書提出方
について

インボイス制度の廃止を求める意見書提出
方について

大分市からの要請で自治会が行っている自
治委員の推薦制度の見直しに関する陳情

大分市からの要請で自治会長が行っている
民生委員の推薦制度の見直しに関する陳情

自治会独自の住環境整備に対する支援事業
の新設に関する陳情

旧中島小学校跡地利用に関する陳情

陸上自衛隊大分分屯地への弾薬庫９棟建設
についての陳情

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

令和７年

請願第２号

請願第３号

請願第４号

請願第５号

陳情第２号

陳情第３号

陳情第４号

陳情第５号

陳情第８号

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

継　続

議第９１号

議第９２号

議第９３号

議第９４号

議第９５号

議第９６号

議第９７号

議第９８号

議第９９号

議第１００号

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

令和７年度大分市一般会計補正予算（第２号）

令和７年度大分市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）

令和７年度大分市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

大分市支所設置条例の一部改正について

大分市議会議員及び大分市長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部改正につ
いて
大分市職員等の旅費に関する条例等の一部改正
について

大分市恩給条例の一部改正について

大分市こどもルーム条例の一部改正について

大分市放置自動車の発生の防止及び適正な処理
に関する条例の一部改正について

大分市介護医療院の人員、施設及び設備並びに
運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

議第１０１号

議第１０２号

議第１０３号

議第１０４号

議第１０５号

議第１０６号

議第１０７号

議第１０８号

議第１０９号

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

認定（多数）

同意（全員）

大分市水道事業給水条例及び大分市公共下水道
条例の一部改正について

大分市立幼稚園条例の一部改正について

大分市スポーツ施設条例及び大分市市民行政セ
ンター条例等の一部を改正する条例の一部改正
について
他の普通地方公共団体の公の施設を大分市の住
民の利用に供させることに関する協議について

市道路線の認定及び廃止について

令和６年度大分市歳入歳出決算の認定について

令和６年度大分市水道事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について

令和６年度大分市公共下水道事業会計剰余金の
処分及び決算の認定について

人権擁護委員の推薦について

可決及び
認定
（多数）
可決及び
認定
（多数）

撤　回
（全員）

撤　回
（全員）



［令和7年］

10月～16日11
開催
期間

時間

日曜日 午前10時～11時30分
土曜日 午後２時～３時30分
平　日 午後７時～８時30分

議会からの報告1
● 昨年の市民意見交換会における
　 意見・質問等への対応
● 事務事業評価結果

テーマに基づいた意見交換2
【テーマ】
（仮称）人とひとがつながる大分市条例

市議会及び市政への意見3

市議会では、市民の皆さんに
開かれた議会を目指して、
意見交換会を開催します。
多くの皆さんのご参加を
お待ちしています。

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

あなたの
声をお聞

かせくだ
さい！

大 分 市 議 会

内容

時　　間場　　所開催日

10月
11火

12水

13木

14金

11 南大分公民館

大在市民センター

大分西部公民館

坂ノ市市民センター

野津原市民センター

明治明野公民館

大分東部公民館

大分南部公民館

大南市民センター

佐賀関市民センター

稙田市民行政センター

大分中央公民館

（荷揚複合公共施設内）

鶴崎市民行政センター

研修室１・２

第３・４会議室

多目的ホール

大会議室

多目的ホール

視聴覚室

大会議室

研修室２・３

大会議室

研修室１・２

大会議室

大会議室

大会議室

午後７時
　～８時30分

時　　間場　　所開催日

10月
11火

12水

13木

14金

11 南大分公民館

大在市民センター

大分西部公民館

坂ノ市市民センター

野津原市民センター

明治明野公民館

大分東部公民館

大分南部公民館

大南市民センター

佐賀関市民センター

稙田市民行政センター

大分中央公民館

（荷揚複合公共施設内）

鶴崎市民行政センター

研修室１・２

第３・４会議室

多目的ホール

大会議室

多目的ホール

視聴覚室

大会議室

研修室２・３

大会議室

研修室１・２

大会議室

大会議室

大会議室

午後７時
　～８時30分

時　　間場　　所開催日

10月
11火

12水

13木

14金

15土

16日

11 南大分公民館

大在市民センター

大分西部公民館

坂ノ市市民センター

野津原市民センター

明治明野公民館

大分東部公民館

大分南部公民館

大南市民センター

佐賀関市民センター

稙田市民行政センター

大分中央公民館

（荷揚複合公共施設内）

鶴崎市民行政センター

研修室１・２

第３・４会議室

多目的ホール

大会議室

多目的ホール

視聴覚室

大会議室

研修室２・３

大会議室

研修室１・２

大会議室

大会議室

大会議室

午後７時
　～８時30分

午前10時
　～11時30分

午後2時
　～3時30分

※

※11月15日（土）の稙田市民行政センターはグループ形式で実施します※11月15日（土）の稙田市民行政センターはグループ形式で実施します

賛否一覧表賛否一覧表
会派名
議員名

議案
番号

議決結果
賛否が分か
れたものの
み表示

○：賛成
×：反対

会 派 ・ 議 員 名

自由民主党
13人

ネットワークみらい
10人

公明党
6人

新市民クラブ
7人

日本
共産党
2人

地域政党
おおいた。
2人

無
所
属
1人

Oita
市民
クラブ
2人

今

山

裕

之

国

宗
　

浩

川

邉

浩

子

橋

本

敬

広

平

田

友

章

安

東

美

奈

子

高

橋

弘

巳

仲

家

孝

治

大

石

祥

一

堀
　

嘉

徳

堤
　

英

貴

阿

部

邦

彦

吉

川

直

樹

野

尻

哲

雄

岩

川

義

枝

日

小

田

良

二

髙

野

博

幸

宮

邉

和

弘

帆

秋

誠

悟

ス
カ
ル
リ
ー
パ
ー
・
エ
イ
ジ

甲

斐

高

之

馬

見

塚
　

剛

う
つ
の
み
や
陽
子

野

上

恵

子

成

迫

研

太

高

松

大

樹

岩

崎

貴

博

斉

藤

由

美

子

衛

藤

延

洋

直

野

里

子

秦

野

恭

義

仲

道

俊

寿

板

倉

永

紀

永

松

弘

基

藤

田

敬

治

二

宮
　

博

田

島

寛

信

倉

掛

賢

裕

長

野

辰

生

進
　

義

和

牧
　

貴

宏

平

本
　

泉

大

津

將

嘉

議第９１号
議第９６号
議第１０６号
議第１０７号
議第１０８号

可決（多数）
可決（多数）
認定（多数）

可決及び認定（多数）
可決及び認定（多数）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「
ど
ん
な
市
議
会
だ
よ
り
な
ら
見
て

も
ら
え
る
か
な
」
定
例
会
ご
と
に
７
人

の
委
員
が
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
レ

イ
ア
ウ
ト
や
文
字
数
、
記
事
に
関
す
る

写
真
な
ど
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
、

正
確
に
分
か
り
や
す
く
議
決
結
果
や
委

員
会
の
審
査
結
果
を
市
民
の
皆
様
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
試
行
錯
誤
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
今
回
２
回
目
の
広

報
委
員
を
務
め
ま
す
が
、
１
回
目
の
時

よ
り
も
は
る
か
に
見
や
す
い
紙
面
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

本
年
２
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
を
経

て
新
た
な
広
報
委
員
が
選
任
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
広
報
媒
体
の
編
集
経
験
者
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
力
を
入
れ
て
い
る
議
員
な
ど

広
報
に
明
る
い
委
員
も
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
視
点
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
市
議
会
だ

よ
り
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
11
月
10
日
か
ら
16
日
の
間
、

市
民
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
市
議
会
だ
よ

り
に
関
す
る
御
意
見
を
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

広
報
副
委
員
長　

宮
邉　
和
弘

み
や
べ

か
ず
ひ
ろ

編
集
後
記

議案賛成者は○とし、反対者は×とします。退席者は―、欠席者は欠としています。議長は採決に加わらないため、斜線としています。
法律により、採決に加われない議案については、除と表現しています。

https://x.com
/oitashigikai

大
分
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.city.oita.oita.jp/shigikai/index.htm

l
大
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議
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旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
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